
家庭における食の研究
一一外食に関する調査一一

畠 山 紀 子*

A Study of Dietary Habits in Family Lives 

--An Investigation of Eating Out Habits-一一

N oriko Hatakeyama 

要 旨 外装に工夫をこらし， \，、かにも入ってみたくなるようなファミリーレストランや， 手軽に

持ち帰れるよう考えられた調理済食品庖， 短時間に宅配されることが約束された専門庖等々。 現代は，

様々な形の外食化の波が押し寄せてきている。 厚生省の栄養調査でも外食率が年々大きく伸びていると

いわれる中で， 家庭の主婦達の社会参加が盛んに行われ， 実に半数近くの者が， 職業を持つようになっ

た。 又， 家庭外で活動する時間の多くなった主婦達により， 家庭内の食生活が， 外食や中食(出来上が

ったおかずを買ってきたり， 宅配や出前などによる食事形態を， 外食， 内食に対して呼ばれる名称) に

より賄われる機会も多くなったのではなし、かと思われる。

本稿で， その実態を調査し， 主婦の職業による食生活の外食化の傾向を知ることができた。

I は じ め に

最近， 車でどこを走っていても， 広いスペー

スをとった， ファミリーレストランや外食屈が

特に目につく様であるが， どの屈にも家族づれ

や， 若い人達の姿が多く見られ， 時には屈の外

へ列を作るといった光景も見ることがある。

飽食の時代と言われて久しい時が過ぎ， 豊富

な食品や食物があふれ， 家庭の中にまな板や包

丁がなくても食生活に影響がない等と言われる

程， 食生活には様々な形での外食化， 中食化の

波が押し寄せてきているのではないだろうか。

食事とは， 家庭内で摂るもの， とか必要な栄

養素を摂取するもの といった考え方のみでな

く， 広く流動的に家庭外の食事にも何らかの価

値感が見い出され， 様々な思いで外食を楽しむ

傾向が強くなっているのではないだろうか。 そ
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れに加えて， 家庭内における食 生活のリーダー

シップをとる者は， 主に母親であると考えられ

る。 近年その母親が， 何らかの職業につく割合

は， 5Q%以上とも言われている。 それにより，

食生活に対する考え方も， 勤務時間や通勤時間

等， 家庭外に束縛される時間の違い等により，

相違が見られるのではなし、かと思われる。

調理に対する時聞が充分でない分を， 外食や

中食で補う場合も多々あるのではないだろう

か。 必要にせまられる外食 あるいは家族で楽

しむ為の外食等， 様々な思いで外食を摂ってい

るのではなし、かと思われるが， 今回は， 主婦の

生活スタイルや意識の変化と外食についての調

査を試みることにした。

なお， 本来は， 外食とは家庭外で食事をする

ことと， 定義されているが， 今回は， 調理時間

を必要としない(出前， 持ち帰り弁当等)も，

外食の中に含めた。



E 調 査 方 法

1. 調査対象

本学調理実習履修者， 短服1， 2 年生および

学服3 年生170名中， 自炊生活者と寮生活者を

除く138名の母親によって行われた。

2. 調査時期

調査は， 平成 4 年6月24日'"'-'7月23日に実施

した。

3. 調査方法

調査方法は， 直接記入回答式のアンケート用

紙を配布し， 各家庭に留置し調査を行った。

調査項目は， ①この 1ヶ月間にした外食につ

いて， を 。 母親と子供で 。 父親と子供で 。

夫婦だけで 。 家族全員で 。 母親のみで 。

その他 の 5 項目について， 朝昼タに分類し，

回数-費用・内容(献立)・理由・満足度， を

記入させた。

②外食に対する意識については， rはし、J rど

ちらともいえないJ Iし、いえ」の三回答肢で質

問を行った。 なお， この質問の項目について

は， 聖徳学園女子短期大学 谷田沢典子教授等

による「外食化をもたらす個人的， 家庭的要因

の多角的研究」調査報告集1)の中より引用し

Tこ。

①， ②を職業別に分類し， 比較検討した。 ア

ンケート用紙の回収率は， 84.1% (116名)で

ある。

なお， 外食についての本アンケートは， 尾

上林との共同調査の一部である。

E 調査結果および考察

今回の調査対象の家族形態は， 核家族が約80

%をしめ， 家族構成人数も平均で4.9人， 子供

は2.1人， 子供の年令は19.0才であった。

父母の年令は， 夫52.9才， 妻47.2才で， ほぼ
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無 職 パート鴇
図1 母親の職業

50才代と40才代に分けられ， 60才代がわず、かに

含まれるといった結果で、あった。

職 業 に よ る 分 類 と 割 合 は ， 1. 無 職 5 3 名

(45.7%) 2. 常勤者23名(19.8%)3. パート

就労者27名(23.3%)4. 自営業者13名(11.2

%)であり， 無職， すなわち専業主婦と有職主

婦の割合は， ほぼ半分ずつに分けられた。

有職者の状況は， 表-1 のとおりである。

表1 有職者の状況

(2
常
3名

勤
) 

パート
(

自
1

営
3名

業
) (27名)

通勤時間(分) 32.3 20.1 。

勤務日数(日) 5. 4 4.9 6. 1 

勤務時間 7. 3 5.4 7.7 

1. 外食の状況

1) 回数について

朝昼夕食について調べたが， 朝食を外で、摂っ

たり出前や弁当で摂るケースは， 1 例もなかっ

た。

外食を一度もしないと答えた者は， 20名で全

体の17%にあたる。 その内， 祖父母との同居世

帯は20%であった。 同居世帯の方が， 外食をし

にくいのではなし、かと思われたが， 各々の理由

で， 核家族であっても外食はしない家庭が80%

もあったのは， 意外であった。

調査したすべての回数について平均をとる

と， 1ヶ月にした外食の回数は， 1. 無職2.9回

2. 常勤者4.7回 3. パート就労者3.0回 4. 

自営業者4.1回となり， 無職の者と一番多く外

食をした者との差は， 約 2 回近いものがあっ

た。

東京都が， 昭和62年秋に行った調査による

と2)， 1世帯当り平均2.4回となっており， 本
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調査と異り， 出前や持ち帰り弁当等は， 数に含

まれていないので， 少ないようであるが， 本調

査での出前等の割合は， 約 1，......，2回は含まれて

いるので， ほぼ東京都の調査と類似した傾向が

見られるようである。

さらに昼食と夕食とに分けて比較すると， 昼

食は， 無職， 常勤， パート， 自営業の順に1.9

回， 2. 7回， 1. 6回， 1. 8回となり， 夕食では1. 1

回， 2. 0回， 1. 4回， 2. 3回とし、う結果であり，

L、づれの場合も無職の家庭の方が外食の機会

は， 少ないようであったが， それに近い傾向が

パートの場合にも見られるようである。

パー ト就労主婦の場合， 労働時聞は， 常勤の

者よりも短く， 家族や家事に影響を与えたくな

い， という考えが強いのではなし、かと思われ

る。

昼食よりも夕食の方が数が， 少ないのは， 家

庭の主婦とし、う立場の為ではないかと思われる

が， 自営業の場合は， その数が逆転されてい

る。 さらに， 昼食か夕食を誰と摂ったかを比較

してみると， 常勤の場合では， 母親だけで夕食

を摂る機会が， 70%以上と多く， 昼食も， 買物

のついで等に摂る事が多い。 次に母親と子供だ

けで， 昼食夕食共外食というのが見られる。 夫

婦だけでや， 家族全員で， というのは比較的少

ないようである。

パー トの場合は， 外食は余りしない家庭が多

かった訳で、あるが， する時には， 昼夕食共家族

全員でとし、う割合が多く 次いで母親だけでと

いう時が18%弱見られた。

自営業の場合は， 上記と全く異ったパター ン

が見られた。 母親一人ではほとんど外食せず，

出る時は夫婦で昼食を， が25%。 家族全員で夕

食を摂るというケースが22%と他に比べると多

くみられた。

無職では， 外食の機会が少ない割には， 自由

な形で、外食を摂っている様子が見られ， 夫婦だ

けで外食を摂る機会が78%もあり， これは， 子

供の年令とも関係があると思われるが， 低年令

の子供を持つ家庭では， みられない傾向であっ

た。
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亡コ無 職
�常 勤
匡ヨパート
匿週自営業

図2 外食の回数(職業別)

各々の家庭のあり様が， 想像出来るような結

果であったが， 母親は， 夕食は家でとり， 昼間

や家族のいる時には， おおいに外食を楽しんで

いるのではなかろうか。

2) 費用について

費用については， 昼食は， 各職業共1， 000円

以下か2， 000円以内ですませているようである



作る人の都合で，

いる。
自営業の場合は， 他と全く異なり， 0夫の不

在の時， 。調理時聞がなかったので， の理由が

特に目立って出ている。
夕食については， 特に集中して多いものはな

く， 各々の目的で外食を摂るといった様子であ

るが， パートの， 。おいしいものや家庭ででき

ないものを食べたし、時が， 30%と， 常勤者の，

。その他(仕事の都合)が40%と多いのが特に

目立つ理由であった。
自営業では， やはり， 。食事支度の時間がな

かった， というのが30%もあり， それ等は， ほ

とんどが， 出前や持ち帰り弁当であり， 忙がし

い主婦の姿が想像された。

本調査では， 都の調査2)と異なり， 団らんの

場を求めての外食は少なかった。
誰と摂ったか， の方向から見てみると， 母親

と子供では， 。買物等で外出した時が， 4 者共

多く， 母親のみでは， 。サークル活動の帰りに

が， 48%もあり， 夫婦だけでは， 。休日にそろ

って外出した帰りにが， 昼， 夕食共30%以上あ

となって

50 % 

口図圏一幽

。買物のついでに，

費用(職業別)

夕食昼食

図4-1
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が， 有職家庭のなかには， 5， 000円位までの食

事をしている場合が10%位はあったが， 誰と摂

ったのかをみて見ると， 母親のみで， というの

が 2 例程みられた。
夕食は， 1， 000以下というのは少なく， 1， 000 

以上4， 000円位までで済ませているようである

が， この中では， 自営業の家庭が比較的高額を

使っている例が多かった。
前出の東京都の調査2)によると， 1 人当りの

外食費の平均は， 1， 569円となっている。
又， 1ヶ月にどの位までの金額ならば， 家計

にひびかずに外食が出来るかとの聞いには， 無

職， 常勤， パートでは， 3万円位までというの

が， 70， 65， 85%をしめていたのに対し， 自営

業では， 2万円位までにピークはあるものの，

5万円までは大丈夫とし、う家庭もみられた。
3) 理由について

外食の理由あるいは， 目的については， 都の

調査では， 第1 に家族団らん， 第2 に買物等に

出かけたついでに， 第3 においしい食事を味わ

いたい， という順になっていたが， 本調査で

は， 昼食の第1 の理由は， 無職， パートで、は，

o買物に出かけたついで、に， 。サークル活動の

帰りに， 0休日にそろって外出した帰りにの順

であり， 常勤では， 。サークル活動， 0食事を

腕奴羽詰IN38 
杉299ヶm�N15

lj地主総?溺N36
因調N14 

16タ戸別==1N 12 
版権�ニE議後調N67

昼食| 39.2 協jAm処謝N97
母親のみ 1L"4.5 夕食113.6彰�t�J�勿微蛸N22

外食の回数(誰と摂ったかを職業別に見る)

職勤ト業尚
一
営以

無常パ自 1

口図冒図

78.6 

66.7 

58.3 

55.3 

52.8 

35.8 

昼食
夫婦だけ夕食

昼食
家族全員夕食

昼食
母親と子供夕食

図3
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80 % 50 昼食 夕食 50 80 % 

85.2 1000 -
2000円

72.7 

2000 -
3000円

@5000 -
6000円

。

母親と子供で

夫婦だけで

家族全員で

母親のみで

図4-2 外食の費用(誰と摂ったか)

ったり， 0食事支度の時聞がなかった等で， 二

人して外食するケースも目につくことであっ

た。 これは， 子供の年令によって異なるケー ス

が出てくるのではなし、かと思われる。

4) 内容について

内容については， 平成 3 年度版国民栄養の現

状3)に見られるのと同様に， 昼食には， 比較的

安価で気軽にとれる麺類や， その他の和食が多

くとられ， 次にすし， パン類が多かったが， 母

親と子供で摂る場合は， 洋食のランチ形式の献

立が多くみられた。

夕食には前出の調査とは少し異なり， 麺類よ

りも， すし， 焼き肉， 出前すし， 宅配ピザの順

に多かった。

この場合も出前が多いのは， 自営業で夕食に
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家族全員の分をとるケースが特に目立ったが，

その反面昼食は， 夫婦で外ヘ食べに出る事が多

いようであった。

自営業の場合は， 職場と住居が同一の所であ

り， 家事と仕事を分割して考えられない部分が

あるので， 主婦への負担が他の 2 者と比べ， 多

いのではないかと思われる。 次に出前の多いの

は， パート就労者で， 意外にも常勤者の出前利

用件数は， 1 件もなかった。

少し前まで、は， 出前といえば， すし， 日本そ

ば， 中華そば位しか見られなかったが， 宅配ピ

ザというのも最近の傾向で， 様々な世代の家庭

に多く利用されているようである。

5) 満足度について

味， 価格， 量， 雰囲気共に， 非常に満足と答



10 20 30 40 50% 

1万円以内

2万円まで

3万円まで

口
四
百
一凶無 回 答

図5 1 ヶ月の外食費限度額

えた者は， 13"-'20%あり， まあ満足を含めると

69"-'76%もの者が満足の域に入る。

様々な理由や動機により， 外食や出前を利用

している訳であるが， 4 者共， それらに対しほ

ぼ満足しているようである。

満足度については， 特に職業による差異は認

められなかった。

2. 外食に対する意識

外食に対して好きかきらいかを見てみると外

食の回数の少なかった， 無職やパートの母親

が， 外食をするのが好きと答える割合が多い

が， 父親は外食がきらいと答えている者が， 半

数近くあり， さらに子供は， 30%位が好きとい

うことで， 家族はそれ程積極的に好まないが，

母親は， 外食回数の少ない家庭程， 外食がした

いとし、う願望が強いようである。

経済的な面でみると， 外食は圧倒的に不経済

だと考えられるが， ここでも 自営業者は， 半数

位は作るより安くつくと思っているようだ。

昼食 夕食
。 40% 40% 。

①買物等で外出
した時

①夫が不在の時

38.1 

①休日にそろっ
て外出した時

③団らんの場を
持ちたい時

@食事支度の時間
がなかった時

39.6 

⑪おいしいものや
家庭でできない
ものを食べたい時

⑪サークル活動
の帰りに

@その他
40.5 

。

仁二コ無職巨三ヨパート
�常勤匿蜜司自営業

図6-1 外食の理由(職業別)

外食庖も， 余り多くなってほしくないと思つ

てはいるものの， 息抜きや気分転換になる外食

の魅力も捨てがたし、もののようである。

ただ常勤者は， 外食を息抜きができると考え

ている者が， 他に比べて少なかった。

子供に対しては， 栄養的に片寄りがちな外食

は， 望ましくないと思っている者がほとんどで

ある。

教育的な事となると， その割合は少し減少し

ているが， 50%位の者は望ましくないと考えて

いる。

各々の項目に対し， 比較してみると意識の上

で， 特に違いが見られるものとして， 自営の者

の外食が好きかどうかの項目は， 他と異なり，
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図7-1 あなたは家族そろって外食をするのがすき

ですか

4自
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1鉦

⑬その他

34.8 勤2常
←46.2一一広場初30.8 3パート

母親も父親もそれ程好きではないが， 子供は好

きだと答える割合が高かった。

家計に対しては， 大部分の者は， 1 人3，000

円位止まりで， 外食を摂っている訳でもあり，

意識の上では， 特に外会費が家計の負担になる

とは， 思っていないようである。

外食の理由(誰と摂ったか)図6-2
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たついでに， 次に 。 サークル活動の帰りに， で

あり， 。食事仕度の時間がなかったや， 。作る
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外食を， 広い意味で調理や後片付けに時間や

エネルギーを， 必要としない食事， とし、う考え

方でまとめてしまったので， 本来の語意に反す

るものに， なってしまったかとも思うが， 終り

にあたって， 今調査で知り得た事項について，

まとめてみると， 以下のようになる。

・外食の回数についてみると， 無職の者より

有職者の方が多く， そのうちの出前， 宅配を利

用する中食者も， 有職者に多く見られた。

・外食の理由については， 昼食は， 無職・有

職者に限らず多かったのは， 0買物等に出かけ
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夕食については， 0おいしいものや家庭で出

来ないものを食べたい時， が比較的共通した理

由であったが， 以前のように家族団らんの場を

外食に求める家庭は， 少ないようである。

・母親と子供で外食するのは， 0買物等で外

出した時， が特に多かったが， 父親と子供の場

合は， 。 妻が不在の時， が数例あるのみであっ

た。

・夫婦だけで外食するのは， 0買物等で外出

した時や， 。 休日にそろって外出した時という

場合が多かった0
・外食を全くしなかった家庭は17%で， 特に

同居世帯のみの理由ではないようである。

・母親の意識としては， 外食は， 余り肯定し

外食は家計にひびくので好きではない図7-1 1
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により出前をとったり外食したりするケース

自営業や， 常勤の家庭に多い傾向であっtま，

た。
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たくはないが， 便利であったり， 息抜きが出来

たり， 調理する手聞が省けたりと， 利用する機

会は多い方が良いと思っているようである。

・有職家庭， 特に常勤と 自営業は， 外食する

機会が多かったが， これは調理に要する時間的

な不足からも， 知ることができる。

尾上村の調査からもわかるように， 常勤者

は， 特に摂取する食品数も少なく， 調理時間

も， 他の 3 者に比べ短い事からもうなずける。

17世紀中頃から， 我が国の外食店らしきもの

が出来て以来， 様々な変遷を経て， 昭和40年代

から急速に広まり始めたのが， ファー スト フー

ドレストランである2)。

それは， 早くて便利で， 費用も比較的安価で

あり， ムードやサービスもほぼ確一的ではある

が， まずまずといわれ， 忙がしい現代の生活に

マッチした ファミリー レストランとして， 多勢

の人々に利用されるようになった訳で、ある。

最初は， 洋食一辺倒であったものが， 次第に

和食の ファミリーレストラン等の登場により，

年令を問わず， 家族の皆が満足出来るものとな

り， 同居 世帯・核家族世帯に関わらず利用され

ているようである。

新聞報道等によると， 経済不況により外食庖

の売り上げや， そこで使われる米の仕入れ量が

大幅に減り， 内食回帰などとも言われているよ

うである。

しかしながら， ひとたび、便利で豊かな食生活

を経験した主婦達は， 先のオイル ショ ックの際

のように経済が苦しし、からとすべてを手作りで

内食に回帰するというのではなく。 中食化傾向

が強くなり， 米を購入するよりは飯を。 おふく

ろの味を追求するよりも， 必要な調理済食品を

食べたい時に家族の食べきれる量だけ購入し，

きれいに配繕できる能力の方が優先されるよう

( 23 ) 

な時が来るのではなし、かとも思われる。

今回の調査では， 各々の家庭で， 各家庭の経

済状態に合わせて， 外食や中食が行なわれてい

るのではなし、かと思われた。

終りに， 本研究をまとめるにあたり， 御指導

下さいました本学調理学研究室山崎小万教授，

ならびに御協力下さいました。 同研究室の皆様

に深く感謝致します。
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